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「
雲
室
上
人
生
祠
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

上
尾
○
二

雲
室
上
人
生
祠
碑
頌

和
気
行
蔵

和
気
行
蔵

和
気
行
蔵

模
：
市
川
芳
雄

模
：
市
川
芳
雄

模
：
市
川
芳
雄

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
二
三
・
文
政
六

宮
本
町

氷
川
鍬
神
社

大
塚
裕
康

再
：
一
九
七
○
・
昭
和
四
五

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
聚
正
義
塾
を
建
て
る
な
ど
、
上
尾
郷
の
文
化
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
雲
室
上
人
に
つ

い
て
、
そ
の
生
前
に
神
と
し
て
祀
っ
た
生
祠
の
碑
で
あ
る
。
雲
室
が
そ
の
設
立
に
寄
与
し
た
聚
正
義
塾
に

関
わ
っ
て
、
菅
公
と
朱
文
公
を
祀
る
二
賢
堂
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
記
し
た
「
上
尾
郷
二
賢
堂

碑
記
」（
文
政
五
年
建
碑
）
と
ペ
ア
の
も
の
と
い
え
る
。

な
お
、
本
碑
は
、
文
政
六
年
に
建
て
ら
れ
た
が
、
摩
滅
が
激
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
昭
和
四
十
五
年
に

至
っ
て
模
刻
さ
れ
、
再
建
さ
れ
た
。
現
存
す
る
の
は
、
こ
の
再
建
碑
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
二

篆
額

○
写
真
三

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額
（
篆
書
体
）

雲
室

上
人

生
祠

碑
頌
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◎
碑
記
（
楷
書
だ
が
、
や
や
早
書
き
風
で
、
行
書
に
近
い
）

雲
室
上
人
名
鴻
漸
字
元
儀
信
之
飯
山
之
人
也
寶
暦
三
年
癸
酉
三
月
五
日
誕
于

一
向
门
徒
光
蓮
寺
是
則
武
田
信
豊
之
子
仞
善
秣
創
而
上
人
其
十
一
生
上

人
欲
以
剛
堅
之
質
徧
窮
諸
典
也
年
十
七
出
于
江
都
學
宇
子
迪
翁
之
门
三

年
翁
没
矣
退
而
以
為
吾
□
□
□
邦
天
正
以
来
伊
洛
之
流
日
滋
盛
行
則
昇
平

之
化
不
得
不
關
乎
斯
也
然
則
今
之
讀
書
者
誰
不
楜
事
於
斯
其
或
非
之
者
可

謂
妨
化
之
民
耳
遂
游
于
林
祭
酒
正
良
公
之
塾
云
天
明
八
年
游
于
上
尾
令
郷

生
山
洟
碩
茂
為
同
學
而
後
與
碩
茂
及
郷
人
林
豐
峰
友
晄
石
應
白
石
素
碩
山

口
其
道
細
井
義
路
井
上
常
章
迂
濃
部
迂
貫
小
松
木
奴
小
川
呉
来
山
洟
既
年

林
篤
小
川
士
慎
山
洟
興
清
水
清
英
清
水
直
仞
高
橋
茂
之
僧
壽
海
大
洟
八
及

山
洟
守
禮
等
謀
建
義
學
以
教
子
弟
事
見
扵
去
年
秣
建
二
賢
堂
碑
記
當
寛
政

中
住
扵
江
都
西
窪
光
明
寺
改
名
了
軌
字
公
範
過
年
七
旬
託
教
肆
乎
法
嗣
證

存
遂
□
居
焉
去
年
壬
午
再
游
于
上
尾
而
大
喜
云
郷
益
興
扵
學
矣
扵
是
郷
人

謀
報
其
徳
為
建
生
祠
而
請
余
為
之
頌
夫
上
人
余
父
執
而
又
喜
其
崇
儒
術
之

德
及
扵
物
故
不
辭
其
需
乃
為
頌
曰
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祁
祁
郷
子
向
斈
無
貳
上
人
之
篤
永
錫
爾
類

文
政
癸
未
四
月
望

江
都

和
氣
行
蔵
撰
并
書
及
篆
額

昭
和
四
十
五
年
庚
戌
四
月
上
浣

光
苑
市
川
芳
雄
淞
摹

落
款

石
工

大
塚

裕
康

＊
落
款
（
篆
書
体
）

市
川

光

芳
印

苑

注
：
茅
原
の
旧
碑
の
拓
本
で
は
、
和
気
の
記
事
（
「
文
政
癸
未
…
…
」）
の
末
尾
に
、
落
款
が
見
え
る
（
判
読
不
可
）。
お
そ
ら
く
和
気
の
も
の
だ
ろ
う
が
、
再
建
碑

で
は
省
か
れ
て
い
る
。

＊
異
体
字
等

○
门

門
。

○
仞

正
。

○
秣

所
。

○
楜

従
。

○
洟

崎
。

○
晄

光
。

○
迂

美
。

○
扵

於
。

○
□

隠
。

○
云

此
。

○
斈

學
。

○
淞

臨
。

＊
空
格

・
四
行
目
「
吾
」
と
「
国
」
の
間
に
三
文
字
分
の
空
格
有
り
。

＊
追
記

・
最
後
の
二
行
（
「
昭
和
…
…
」「
石
工
…
…
」
は
旧
碑
に
は
な
く
、
再
建
し
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
（
茅
原
の
拓
本
や
、
埼
玉
県
教
育
史
な
ど
の
翻
刻
に
は
な
い
）
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
碑
記

雲
室
上
人
、
名
鴻
漸
、
字
元
儀
。
信
之
飯
山
之
人
也
。

寶
暦
三
年
癸
酉
三
月
五
日
、
誕
于
一
向
門
徒
光
蓮
寺
。

是
則
武
田
信
豐
之
子
正
善
所
創
、
而
上
人
其
十
一
生
。

上
人
欲
以
剛
堅
之
質
、
徧
窮
諸
典
也
。

年
十
七
、
出
于
江
都
、
學
宇
子
迪
翁
之
門
。

三
年
、
翁
没
矣
。

退
而
以
爲
、
吾
邦
天
正
以
來
、
伊
洛
之
流
、
日
滋
盛
行
。

則
昇
平
之
化
、
不
得
不
關
乎
斯
也
。

然
則
今
之
讀
書
者
、
誰
不
從
事
於
斯
。

其
或
非
之
者
、
可
謂
妨
化
之
民
耳
。

遂
游
于
林
祭
酒
正
良
公
之
塾
云
。

天
明
八
年
、
游
于
上
尾
。

令
郷
生
山
崎
碩
茂
、
爲
同
學
。

而
後
與
碩
茂
、
及
郷
人
林
豐
峰
、
友
光
石
應
、
白
石
素
碩
、
山
口
其
道
、
細
井
義
路
、
井
上
常
章
、
美

濃
部
美
貫
、
小
松
木
奴
、
小
川
呉
來
、
山
崎
既
年
、
林
篤
、
小
川
士
愼
、
山
崎
興
、
清
水
清
英
、
清
水

直
正
、
高
橋
茂
之
、
僧
壽
海
、
大
崎
八
、
及
山
崎
守
禮
等
、
謀
、
建
義
學
、
以
教
子
弟
。

事
見
於
去
年
所
建
、
二
賢
堂
碑
記
。

當
寛
政
中
、
住
於
江
都
西
窪
光
明
寺
。

改
名
了
軌
字
公
範
。

過
年
七
旬
、
託
教
肆
乎
法
嗣
證
存
、
遂
隱
居
焉
。

去
年
壬
午
、
再
游
于
上
尾
。

而
大
喜
此
郷
、
益
興
於
學
矣
。

於
是
郷
人
謀
、
報
其
徳
、
爲
建
生
祠
。

而
請
余
爲
之
頌
。

夫
上
人
余
父
執
。

而
又
喜
其
崇
儒
術
之
德
、
及
於
物
。

故
不
辭
其
需
。

乃
爲
頌
曰

祁
祁
郷
子
、
向
學
無
貳
。

上
人
之
篤
、
永
錫
爾
類
。

文
政
癸
未
四
月
望
、
江
都
和
氣
行
蔵
撰
并
書
及
篆
額
。

昭
和
四
十
五
年
庚
戌
四
月
上
浣
、
光
苑
市
川
芳
雄
臨
摹
。
落
款

石
工
大
塚
裕
康
。

◎
落
款
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市
川
印

光
苑

●
訓
訳

◎
題
額

雲
室
上
人
生
祠
之
碑

◎
碑
記

雲
室
上
人
、
名
は
鴻
漸
、
字
は
元
儀
。
信
の
飯
山
の
人
な
り
。

寶
暦
三
年
癸
酉
三
月
五
日
、
一
向
門
徒
光
蓮
寺
に
誕
ま
る
。

う

是
れ
則
ち
武
田
信
豐
の
子
、
正
善
の
創
る
と
こ
ろ
な
り
。
而
し
て
上
人
は
其
の
十
一
生
な
り
。

上
人
、
剛
堅
の
質
を
以
て
、
徧
く
諸
典
を
窮
め
ん
と
欲
す
。

あ
ま
ね

年
十
七
に
し
て
、
江
都
に
出
で
、
宇
子
迪
翁
の
門
に
學
ぶ
。

三
年
に
し
て
、
翁
没
す
。

退
き
て
以
爲
ら
く
、
吾
が
邦
は
、
天
正
以
來
、
伊
洛
の
流
、
日
に
滋
々
盛
行
す
。

お

も

へ

ま
す
ま
す

則
ち
昇
平
の
化
、
斯
に
關
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

こ
れ

然
れ
ば
則
ち
今
の
書
を
讀
む
者
、
誰
か
斯
に
從
事
せ
ざ
ら
ん
。

其
れ
或
ひ
は
之
を
非
と
す
る
者
は
、
化
を
妨
ぐ
る
の
民
と
謂
ふ
べ
き
の
み
、
と
。

遂
に
林
祭
酒
正
良
公
の
塾
に
游
ぶ
と
云
。

天
明
八
年
、
上
尾
に
游
ぶ
。

郷
生
山
崎
碩
茂
を
し
て
、
同
學
と
な
さ
し
む
。

而
後
、
碩
茂
、
及
び
郷
人
林
豐
峰
、
友
光
石
應
、
白
石
素
碩
、
山
口
其
道
、
細
井
義
路
、
井
上
常
章
、

じ

ご

美
濃
部
美
貫
、
小
松
木
奴
、
小
川
呉
來
、
山
崎
既
年
、
林
篤
、
小
川
士
愼
、
山
崎
興
、
清
水
清
英
、
清

水
直
正
、
高
橋
茂
之
、
僧
壽
海
、
大
崎
八
、
及
び
山
崎
守
禮
等
と
謀
り
、
義
學
を
建
て
、
以
て
子
弟
に

教
へ
ん
と
す
。

事
は
去
年
建
て
し
所
の
、
二
賢
堂
碑
記
に
見
ゆ
。

寛
政
中
に
當
り
、
江
都
西
窪
の
光
明
寺
に
住
た
り
。

名
を
了
軌
、
字
を
公
範
と
改
む
。

年
を
過
ぐ
る
こ
と
七
旬
、
教
肆
を
法
嗣
證
存
に
託
し
、
遂
に
隱
居
す
。

去
年
壬
午
、
再
び
上
尾
に
游
ぶ
。

而
し
て
大
い
に
喜
ぶ
、
此
の
郷
の
益
々
學
に
興
る
を
。

是
に
お
い
て
郷
人
謀
り
、
其
の
德
に
報
い
ん
が
た
め
に
生
祠
を
建
て
ん
と
す
。

而
し
て
余
に
之
が
頌
を
つ
く
る
を
請
ふ
。

夫
れ
上
人
は
余
が
父
の
執
な
り
。

而
し
て
又
た
其
の
儒
術
を
崇
ぶ
の
德
の
物
に
及
ぶ
を
喜
ぶ
。

故
に
其
の
需
め
を
辭
せ
ず
。

も
と

乃
ち
頌
を
つ
く
り
て
曰
く
、

祁
祁
た
る
郷
子
、
學
に
向
か
ひ
て
貳
く
無
し
。

き

き

そ
む

上
人
の
篤
、
永
く
爾
に
類
に
錫
ふ
。

た
ま
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文
政
癸
未
四
月
望
、
江
都
の
和
氣
行
蔵
撰
し
、
幷
せ
て
書
し
、
及
び
篆
額
。

昭
和
四
十
五
年
庚
戌
四
月
上
浣
、
光
苑
市
川
芳
雄
臨
摹
す
。
落
款

石
工
大
塚
裕
康
。

●
人
物

○
雲
室
上
人

宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
か
ら
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
。
信
濃
国
飯
山
の
浄
土
真
宗

光
蓮
寺
に
生
ま
れ
る
。
江
戸
へ
出
て
儒
学
者
宇
佐
美
灊
水
に
学
ぶ
。
の
ち
京
都
の
本
願
寺
で
仏
道
修
行

を
行
う
が
、
や
が
て
再
び
江
戸
へ
出
て
大
学
頭
の
林
家
に
出
入
り
し
て
、
朱
子
学
を
修
め
る
。
本
碑
文
に

も
あ
る
が
、
天
明
八
年
に
上
尾
へ
来
訪
し
、
聚
正
義
塾
の
開
設
と
二
賢
堂
の
建
立
に
力
が
あ
っ
た
。
寛
政

三
年
に
は
、
江
戸
の
光
明
寺
の
住
持
と
な
り
、
以
後
は
そ
こ
を
拠
点
に
仏
道
活
動
の
傍
ら
、
漢
詩
や
絵
画

を
多
く
生
み
出
し
た
。
聚
正
義
塾
開
設
か
ら
三
十
数
年
の
の
ち
、
「
二
賢
堂
碑
」
と
「
雲
室
生
祠
碑
」
が

建
て
ら
れ
、
そ
の
五
年
後
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。

○
武
田
信
豊

天
文
十
八
（
一
五
四
九
）
年
か
ら
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
年
。
武
田
信
玄
の
同
母
弟
で

あ
る
信
繁
の
次
男
。
長
男
が
早
逝
し
た
た
め
、
家
督
を
嗣
ぐ
。
信
玄
・
勝
頼
の
麾
下
で
武
将
と
し
て
活
躍

し
た
が
、
武
田
家
が
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
き
に
、
信
豊
も
自
害
し
て
家
は
消
滅
し
た
。

○
正
善

信
豊
の
孫
。
武
田
家
滅
亡
の
後
、
信
州
塩
崎
の
康
楽
寺
に
落
ち
延
び
で
僧
侶
と
な
っ
た
。
光
蓮

寺
の
名
を
も
ら
い
、
飯
山
に
落
ち
着
い
て
寺
院
を
開
い
た
。
正
善
か
ら
十
八
世
が
恵
随
で
、
そ
の
子
が
雲

室
で
あ
る
。

○
宇
子
迪
翁

宇
佐
美
灊
水
。
宝
永
七
（
一
七
一
○
）
年
か
ら
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
。
諱
は
恵
。

し
ん
す
い

字
は
子
迪
。
通
称
は
恵
助
。
号
は
灊
水
。
上
総
国
夷
隅
郡
の
人
。
十
七
歳
で
江
戸
へ
出
て
、
荻
生
徂
徠
に

入
門
。
徂
徠
の
説
に
傾
倒
し
、
そ
の
没
後
、
徂
徠
の
遺
著
の
刊
行
に
尽
力
し
た
。
晩
年
は
松
江
藩
儒
と
な

っ
た
。
雲
室
が
学
ん
だ
の
は
、
松
江
藩
儒
時
代
。

○
林
祭
酒
正
良
公

林
鳳
潭
。
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
か
ら

天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
。
諱
は
信

徴
、
字
は
子
明
、
号
は
鳳
潭
。
親
族
が
付
け
る
諡
で
あ
る
私
諡
が
、
正
良
先
生
。
林
家
第
五
代
林
鳳
谷
の

孫
。
鳳
谷
が
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
に
な
く
な
る
と
、
そ
の
嫡
子
龍
潭
は
既
に
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、

龍
潭
の
嫡
男
で
あ
る
鳳
潭
が
六
代
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
鳳
潭
は
、
大
学
頭
就
任
二
年
後
の
天
明
七
年
に

死
去
し
た
。
本
碑
文
や
雲
室
の
資
料
で
は
扁
額
の
揮
毫
者
と
し
て
正
良
の
名
が
あ
る
が
、
雲
室
が
上
尾
に

赴
い
た
天
明
八
年
に
は
、
正
良
は
既
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
。

○
山
崎
碩
茂

通
称
、
武
平
治
。
墓
石
に
「
文
政
九
年
、
六
十
三
歳
で
没
」
と
あ
れ
ば
、
生
没
年
は
、

宝
暦
十
二
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
、
上
尾
で
か
め
屋
と
い
う
旅
人
宿
を
生
業

と
し
た
旧
家
。
学
問
好
き
で
、
江
戸
へ
出
て
、
石
井
七
蔵
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
郷
里
に
帰
り

家
業
を
継
い
だ
。
か
た
わ
ら
地
域
の
子
弟
の
教
育
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
地
域
の
名
家
で
あ
っ
た
。
聚
正

義
塾
を
建
て
た
の
は
二
十
五
歳
の
と
き
で
、
「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
」
の
建
立
は
五
十
九
歳
の
と
き
。

○
林
豐
峰
以
下
十
八
名

不
詳
。
上
尾
郷
及
び
近
在
の
有
力
者
で
あ
ろ
う
。

○
山
崎
守
禮

山
崎
碩
茂
の
子
。
江
戸
へ
修
行
に
出
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
、
学
問
が
で
き
た
ら
し
い
。

○
法
嗣
證
存

法
嗣
は
、
寺
の
跡
取
り
。
雲
室
の
次
子
で
、
証
存
は
法
諱
。
長
子
や
弟
た
ち
が
夭
逝
し

た
こ
と
も
あ
り
、
光
明
寺
を
継
ぐ
。
学
問
も
絵
画
に
も
秀
で
て
い
た
よ
う
で
、
聚
正
義
塾
で
教
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
没
。
渡
辺
刀
水
は
享
年
七
十
位
だ
ろ
う
と
す
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
生
年
は
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
と
な
る
。

○
和
氣
行
藏

和
気
柳
斎
。
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
か
ら
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
。
諱
が
行
蔵
、
字
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は
大
道
、
通
称
は
行
三
、
号
は
柳
斎
や
尚
古
道
人
等
。
江
戸
の
人
。
葛
西
因
是
に
学
び
、
江
戸
築
地
で
塾

を
開
い
た
。
文
政
天
保
の
こ
ろ
上
総
一
宮
藩
の
藩
儒
を
つ
と
め
た
。

○
市
川
芳
雄

不
詳
。

○
大
塚
裕
康

大
塚
石
材
加
工
商
（
現
株
式
会
社
大
塚
）
の
創
立
者
。
昭
和
十
三
年
に
加
工
商
を
創
設
、

堂
二
十
八
年
に
有
限
会
社
に
、
同
三
十
五
年
に
大
塚
石
材
工
業
株
式
会
社
に
改
組
。
そ
れ
と
と
も
に
裕
康

は
会
長
と
な
る
。

●
注

○
生
祠

生
存
し
て
い
る
人
を
神
と
し
て
祭
る
祠
。

○
信

信
濃
国
。

○
寶
暦
三
年

西
暦
一
七
五
三
年
。

○
上
人
其
十
一
生

現
存
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
雲
室
は
十
九
世
と
な
る
。

○
剛
堅

身
体
が
強
く
て
た
く
ま
し
い
こ
と
。
上
人
が
記
し
た
「
雲
室
随
筆
」
に
よ
れ
ば
、
上
人
は
生

来
虚
弱
体
質
で
、
少
年
時
代
は
ほ
と
ん
ど
布
団
の
上
で
起
座
し
て
い
た
。
同
年
代
の
も
の
が
学
問
修
業

を
す
る
の
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
が
、
両
親
は
体
の
こ
と
を
心
配
し
て
決
し
て
許
さ
な
か
っ
た
と
い

う
。
碑
文
で
「
剛
健
之
質
」
と
い
う
の
は
、
身
体
的
に
は
虚
弱
で
あ
っ
た
が
、
気
持
ち
・
志
が
剛
健
で

あ
っ
た
と
い
う
の
か
。

○
諸
典

仏
典
以
外
の
典
籍
学
問
を
言
う
。

○
年
十
七
出
于
江
都

江
都
は
、
江
戸
。
渡
辺
刀
水
は
、
そ
の
世
卒
年
と
遊
学
の
年
が
安
永
二
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
雲
室
の
江
戸
遊
学
は
、
本
碑
や
「
雲
室
随
筆
」
で
は
十
七
歳
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

実
際
は
二
十
一
歳
の
こ
と
だ
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。
江
戸
遊
学
は
、
両
親
の
許
し
を
得
ら
れ
な

い
こ
と
な
の
で
、
善
光
寺
参
り
を
す
る
と
の
口
実
で
家
を
辞
し
て
い
る
。

○
學
宇
子
迪
翁
之
門

「
雲
室
随
筆
」
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
美
に
師
事
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
紹
介
す
る

人
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
宇
佐
美
の
専
門
で
あ
る
古
文
辞
学
（
徂
徠
学
）
を
学
び
た
か
っ
た
の
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。

○
三
年
翁
没
矣

宇
佐
美
の
没
年
は
安
永
五
年
で
、
雲
室
の
入
門
の
三
年
後
で
あ
る
。
な
お
、
雲
室
は

安
永
二
年
か
ら
ず
っ
と
江
戸
に
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
四
年
に
は
一
旦
帰
郷
し
て
お
り
、
師
匠
の
死

は
、
遠
く
離
れ
た
飯
山
で
知
っ
た
こ
と
に
な
る
。

○
退
而
以
爲

「
退
」
は
後
退
や
ラ
ン
ク
を
下
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
」
「
根
本

に
立
ち
返
っ
て
改
め
て
」
く
ら
い
の
意
味
。
古
文
辞
学
の
宇
佐
美
に
学
ん
で
い
た
が
、
自
ら
が
学
ぶ
べ

き
道
を
改
め
て
考
え
て
み
た
。

○
天
正

西
暦
一
五
七
三
年
か
ら
一
五
九
二
年
。
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
の
治
世
に
あ
た
る
。
こ
こ
で

「
以
来
」
と
い
う
の
は
、
「
そ
の
時
代
を
含
め
た
以
来
」
で
は
な
く
「
そ
の
時
代
の
後
の
以
来
」
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
天
正
の
次
の
文
禄
慶
長
以
来
。
藤
原
惺
窩
が
徳
川
家
康
に
儒
学
を
講
じ
て
お
り
、
そ

れ
以
来
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
伊
洛
之
流

伊
洛
は
、
洛
陽
周
辺
を
流
れ
る
伊
水
と
洛
水
。
北
宋
の
儒
学
者
程
明
道
伊
川
兄
弟
が
こ

の
あ
た
り
を
根
拠
地
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宋
学
（
程
朱
学
）
を
伊
洛
の
学
と
い
う
。

○
昇
平

太
平
に
向
か
う
世
。
ま
た
太
平
の
世
。

○
斯

代
名
詞
で
朱
子
学
を
指
す
が
、
あ
る
い
は
「
斯
文
（
孔
子
の
教
え
）
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
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○
讀
書
者

学
問
を
す
る
も
の
。

○
妨
化
之
民

妨
化
は
、
熟
語
は
な
い
が
、
教
化
を
妨
害
す
る
だ
ろ
う
。
民
は
、
や
か
ら
。
こ
の
間
の

雲
室
の
朱
子
学
尊
重
と
異
学
へ
の
激
烈
な
批
判
は
、
雲
室
の
本
当
の
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
、
碑
文
撰
者

の
和
気
柳
斎
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
，
判
然
と
し
な
い
。

○
郷
生

生
は
読
書
人
（
学
ぶ
者
）
の
意
味
。
熟
語
は
な
い
が
、
地
域
の
知
識
人
。

○
同
學

同
門
。
同
門
の
も
の
と
み
な
し
て
教
授
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
寛
政

西
暦
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
○
一
年
。
雲
室
の
光
明
寺
入
り
は
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年

と
伝
え
る
。
雲
室
四
十
歳
前
後
。

○
西
窪
光
明
寺

現
、
港
区
神
谷
町
。
天
台
僧
了
栄
開
基
と
伝
え
る
。
一
説
に
は
建
長
二
（
一
二
五
○
）

年
、
常
楽
寺
と
し
て
霞
ヶ
関
の
地
に
創
建
。
嘉
禄
二
（
一
二
二
六
）
年
に
親
鸞
の
教
化
に
よ
り
浄
土
真

宗
に
改
宗
。
慶
長
九
（
一
六
○
四
）
年
、
西
久
保
に
移
転
。
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
、
明
和
の
大
火

に
よ
る
焼
死
者
を
偲
び
、
二
十
四
世
証
山
が
、
「
焼
死
人
の
墓
」
を
建
立
。
寛
政
四
年
に
雲
室
が
二
十
六

世
と
し
て
入
寺
。
境
内
に
市
川
鶴
鳴
（
元
文
五
（
一
七
九
五
）
年
～
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
）
の
墓

が
あ
る
が
、
彼
は
雲
室
と
知
己
で
あ
っ
た
と
い
う
。

○
改
名
了
軌
字
公
範

光
明
寺
主
と
し
て
の
名
は
、
証
範
、
の
ち
証
逐
。

○
過
年
七
旬

一
旬
は
十
年
。
七
旬
で
は
七
十
年
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
は
二
旬
も
し
く
は
三
旬
を

誤
写
し
た
の
だ
ろ
う
。
二
旬
で
あ
れ
ば
、
雲
室
の
隠
居
は
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
と
な
り
、
雲
室
六

十
歳
、
証
存
十
五
歳
。
三
旬
で
あ
れ
ば
、
雲
室
の
隠
居
は
、
文
政
五
年
で
、
雲
室
七
十
歳
、
証
存
二
十

五
歳
と
な
る
。

○
教
肆

肆
は
、
肄
で
あ
ろ
う
。
意
味
は
習
う
。
教
肄
は
、
教
え
習
わ
す
、
ま
た
そ
の
役
割
や
場
所
。

い

こ
こ
で
は
仏
法
を
教
授
す
る
光
明
寺
の
住
持
を
指
す
。

○
法
嗣

師
か
ら
仏
法
の
奥
義
を
伝
授
さ
れ
た
弟
子
。
こ
こ
で
は
、
息
子
で
あ
り
、
寺
の
跡
継
ぎ
。

○
去
年
壬
午

文
政
五
年
。

○
頌

頌
歌
。
褒
め
称
え
る
歌
。
碑
文
は
、
対
象
者
を
称
え
る
頌
歌
と
、
対
象
者
や
建
碑
の
経
緯
な
ど

を
記
す
碑
記
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
頌
歌
の
依
頼
と
い
う
が
、
当
然
碑
記
も
依
頼
内
容
に
含
ま
れ
る
。

○
執

同
志
の
友
人
。

○
及
於
物

実
際
に
存
在
し
て
い
る
事
物
に
顕
在
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
石
碑
に
刻
ま
れ
る
こ
と
を

言
う
。

○
祁
祁

お
だ
や
か
な
さ
ま
。
「
詩
経
」
大
雅
・
韓
弈
に
「
諸
娣
從
之
、
祁
祁
如
雲
（
嫁
入
り
の
様
子
：

花
嫁
の
妹
が
侍
女
と
し
て
付
き
従
う
、
お
だ
や
か
で
静
か
で
雲
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
数
）
」
と
あ
る
。

○
永
錫
爾
類

「
詩
経
」
大
雅
・
既
酔
に
「
威
儀
孔
時
、
君
子
有
孝
子
。
孝
子
不
匱
、
永
錫
爾
類
（
神

か
ら
の
お
告
げ
：
周
王
の
威
儀
は
甚
だ
時
宜
に
か
な
う
も
の
だ
、
そ
う
し
た
君
子
に
は
孝
行
な
子
が
生
ま

れ
よ
う
。
そ
の
孝
行
な
子
の
後
継
は
つ
き
る
こ
と
な
く
続
き
、
末
永
く
こ
の
国
に
類
似
す
る
よ
き
も
の
を

与
え
続
け
る
だ
ろ
う
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
雲
室
上
人
の
篤
い
徳
が
、
学
問
を
志
向
し
つ
づ
け
る
上
尾

の
子
弟
た
ち
に
よ
い
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

○
文
政
癸
未

六
年
。
四
月

○
望

満
月
の
日
、
陰
暦
で
十
五
日
前
後
。

○
昭
和
四
十
五
年

西
暦
一
九
七
○
年
。

○
上
浣

初
旬
。

○
臨
摹

手
本
を
見
て
書
き
写
す
、
あ
る
い
は
手
本
の
上
に
薄
い
紙
を
置
い
て
透
か
し
て
写
す
。
こ
こ
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で
は
、
劣
化
し
た
石
碑
に
紙
を
あ
て
て
上
か
ら
透
か
し
写
し
た
の
だ
ろ
う
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
雲
室
上
人
の
名
や
出
自
】

雲
室
上
人
、
諱
は
鴻
漸
、
字
は
元
儀
、
信
州
飯
山
の
人
で
あ
る
。

宝
暦
三
年
癸
酉
の
歳
三
月
五
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
光
蓮
寺
で
生
ま
れ
た
。

光
蓮
寺
は
、
武
田
信
豊
の
子
の
、
武
田
正
善
が
創
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
人
は
そ
の
十
一
世
（
十

九
世
）
で
あ
る
。

【
上
人
の
遊
学
と
宇
佐
美
灊
水
門
下
で
の
学
び
】

上
人
は
生
ま
れ
つ
き
強
く
た
く
ま
し
い
性
質
で
、
仏
典
以
外
の
様
々
な
典
籍
学
問
を
も
窮
め
た
い
と

考
え
て
い
た
。

十
七
歳
（
二
十
一
歳
）
の
と
き
に
、
江
戸
へ
出
て
、
宇
佐
美
灊
水
の
門
で
儒
学
を
学
ん
だ
。

そ
の
三
年
後
、
師
匠
の
宇
佐
美
が
亡
く
な
っ
た
。

【
朱
子
学
へ
の
転
換
】

雲
室
上
人
は
、
（
徂
徠
学
の
宇
佐
美
先
生
が
亡
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
問
の
道
に
つ
い
て
）
改
め
て

考
え
た
。

「
わ
が
日
本
に
お
い
て
は
、
徳
川
の
世
に
な
っ
て
か
ら
、
朱
子
学
が
日
に
日
に
益
々
盛
ん
に
流
行
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
太
平
の
世
に
あ
っ
て
は
、
朱
子
学
に
関
わ
ら
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
学
問
を
す
る
も
の
は
、
だ
れ
も
が
朱
子
学
を
学
び
修
め
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
朱
子
学
を
謗
り
否
定
す
る
も
の
は
、
正
し
い
教
化
を
妨
害
す
る
や
か
ら
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
。

か
く
し
て
（
徂
徠
学
の
宇
佐
美
門
下
か
ら
去
り
）
、
林
大
学
頭
正
良
公
（
鳳
潭
）
の
塾
に
遊
学
し
た
の

で
あ
る
。

【
上
尾
来
訪
】

天
明
八
年
、
上
尾
郷
に
来
訪
し
た
。

郷
党
の
山
崎
碩
茂
と
い
う
人
物
を
、
同
門
と
し
て
様
々
に
学
問
を
教
授
し
た
。

【
聚
正
義
塾
の
企
て
】

そ
の
後
、
雲
室
は
、
碩
茂
、
及
び
郷
人
の
林
豊
、
友
光
石
応
、
白
石
素
碩
、
山
口
其
道
、
細
井
義
路
、

井
上
常
章
、
美
濃
部
美
貫
、
小
松
木
奴
、
小
川
呉
来
、
山
崎
既
年
、
林
篤
、
小
川
士
慎
、
山
崎
興
、
清

水
清
英
、
清
水
直
正
、
高
橋
茂
之
、
僧
寿
海
、
大
崎
八
、
及
び
山
崎
守
礼
ら
と
あ
い
謀
り
、
私
塾
を
建

て
郷
党
の
子
弟
に
教
育
を
施
す
こ
と
を
企
て
た
。

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
建
て
ら
れ
た
「
二
賢
堂
碑
記
」
に
詳
し
く
書
い
て
あ
る
。

【
光
明
寺
住
職
へ
】

寛
政
四
年
に
、
江
戸
西
久
保
の
光
明
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。

諱
を
了
軌
、
字
を
公
範
と
改
め
た
。

【
隠
居
へ
】

そ
の
後
二
十
年
（
も
し
く
は
三
十
年
）
し
て
、
住
持
を
あ
と
つ
ぎ
の
証
存
に
譲
り
、
自
ら
は
隠
居
し

た
。

【
上
尾
再
訪
】

昨
年
（
文
政
五
年
）
、
上
尾
を
再
訪
し
た
。
そ
し
て
上
尾
の
地
で
、
学
問
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
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い
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ば
れ
た
。

【
生
祠
碑
の
企
て
】

こ
こ
に
至
り
、
上
尾
の
郷
党
た
ち
は
と
も
に
謀
り
、
雲
室
上
人
か
ら
の
恩
徳
に
報
い
る
た
め
に
、
生
祠

を
建
て
よ
う
と
考
え
た
。

【
撰
文
の
依
頼
】

そ
し
て
わ
た
く
し
和
気
に
、
碑
文
を
書
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
き
た
。

そ
も
そ
も
雲
室
上
人
は
、
私
の
父
親
の
同
志
で
あ
り
、
友
人
で
あ
る
（
私
と
縁
故
が
深
い
）。

ま
た
、
雲
室
が
儒
術
を
崇
と
ん
で
い
る
と
い
う
恩
徳
が
、
事
物
で
あ
る
石
碑
に
記
し
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と

を
、
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
う
れ
し
く
思
う
。

そ
こ
で
（
非
才
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
彼
ら
の
依
頼
を
辞
退
せ
ず
受
け
る
こ
と
と
し
た
。

【
頌
歌
】

そ
こ
で
つ
く
っ
た
頌
歌
は
以
下
の
通
り
、

お
だ
や
か
な
純
朴
な
郷
の
子
弟
達
、
学
問
に
向
か
っ
て
い
て
道
を
外
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
は
雲
谷
上
人
の
篤
い
徳
が
、
彼
ら
に
よ
い
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
た
め
だ
。

【
記
事
】

文
政
癸
未
の
年
、
四
月
十
五
日
、
江
戸
の
和
気
行
蔵
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
書
し
、
さ
ら
に
篆
額
を

揮
毫
し
た
。

【
追
記
の
記
事
】

昭
和
四
十
五
年
、
庚
戌
の
歳
、
四
月
上
旬
、
光
苑
市
川
芳
雄
が
臨
摹
し
た
。

石
工
は
大
塚
裕
康
。

三
．
資
料

（
一
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
百
四
十
六
足
立
郡
之
十
二

●
上
尾
領

◎
上
尾
宿

：
神
社

○
太
神
宮

「
宿
内
の
鎭
守
な
り
、
神
體
は
小
鍬
二
挺
あ
り
、
御
鍬
太
神
宮
と
唱
ふ
、
其
故
は
萬
治
の
頃
い
づ
く
よ
り

か
鍬
祭
り
と
唱
へ
、
鍬
二
挺
を
打
違
ひ
に
結
び
、
白
幣
を
さ
し
、
車
に
載
せ
て
引
來
り
し
を
土
地
の
童
子

等
よ
り
つ
ど
ひ
、
囃
子
あ
る
き
當
宿
に
至
り
し
が
、
其
後
誰
と
て
持
行
べ
き
も
の
な
く
、
今
の
本
陣
役
宮

内
が
庭
に
を
き
し
を
、
こ
ゝ
に
勸
請
し
、
彼
鍬
を
神
體
と
せ
し
故
に
御
鍬
の
名
あ
り
と
い
ひ
傳
ふ
、
則
本

陣
役
宮
内
の
持
な
り
、」

○
天
神
社

「
前
社
の
境
内
に
は
あ
れ
ど
末
社
に
は
あ
ら
ず
、
此
村
に
住
め
る
山
崎
武
内
碩
茂
と
い
へ
る
も
の
、
天
明

八
年
朱
文
公
を
相
殿
と
し
、
二
賢
堂
と
號
す
、
義
學
の
さ
ま
に
な
ぞ
ら
へ
農
民
の
子
弟
を
教
へ
は
げ
ま
せ

り
、
然
り
し
よ
り
釋
奠
の
意
に
て
、
毎
年
冬
至
に
祭
義
な
ど
行
へ
り
、
彼
武
平
次
は
郷
士
に
し
て
、
世
々

免
除
の
田
地
も
あ
り
と
云
、
持
同
じ
、
」

（
二
）
「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
巻
之
十
四

◎
上
尾
宿
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：
神
社

○
鍬
神
社

「
平
社
竪
六
十
一
間
横
十
一
間
二
分
面
積
六
百
八
十
四
坪
宿
の
西
南
税
地
に
あ
り
豐
鍬
入
姫
命
を
祭
る
祭

日
一
月
五
月
九
月
共
に
十
五
日
風
土
記
に
太
神
宮
に
作
る
」（
以
下
風
土
記
を
引
用
）

：
古
跡

○
二
賢
堂
跡

「
宿
の
西
南
に
あ
り
天
明
の
頃
宿
内
の
学
生
山
崎
武
平
次
な
る
も
の
市
川
寛
釋
雲
室
其
佗
の
諸
儒
を
聘
し

義
学
を
起
し
子
弟
を
数
授
す
其
内
に
朱
文
公
菅
公
を
合
祀
し
二
賢
堂
と
称
し
毎
年
冬
至
に
祭
礼
を
行
ひ
し

か
漸
々
衰
へ
竟
に
廃
絶
す
」（
以
下
風
土
記
を
引
用
）

四
．
主
な
参
考
資
料

①
拓
本

・
茅
原
東
学
「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
と
雲
室
上
人
生
祠
碑
頌
」「
書
苑
」
十
巻
第
八
号
（
一
九
一
九
）

②
翻
刻

・
加
藤
玄
智
『
本
邦
生
祠
の
研
究
』（
一
九
三
一
）

・
「
埼
玉
史
談
」
第
五
巻
第
一
号
（
一
九
三
三
）

・
「
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
」
（
一
九
六
七
）

③
論
文
な
ど

・
茅
原
東
学
「
上
尾
郷
二
賢
堂
碑
記
と
雲
室
上
人
生
祠
碑
頌
」「
書
苑
」
十
巻
第
八
号
（
一
九
一
九
）

・
渡
邊
刀
水
「
雲
室
上
人
」「
伝
記
』
」
伝
記
学
会
、
三
巻
五
号
、
一
九
三
六
）（
『
渡
辺
刀
水
集
』
一
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
）
所
収
）

・
「
埼
玉
縣
史
」
第
六
巻
第
八
章
学
事
第
四
節
縣
内
の
私
塾
「
聚
正
義
塾
」（
一
九
三
七
）

・
「
上
尾
市
史
」
第
三
巻
（
資
料
編
近
世
二
）
「
雲
室
随
筆
（
鈔
）
」（
一
九
九
五
）

・
同

第
六
巻
（
通
史
編
上
）
第
七
章
第
三
節
一
「
郷
学
聚
正
義
塾
の
開
設
」（
二
○
○
○
）

・
同

第
九
巻
（
別
編
二
金
石
・
文
化
財
）
（
一
九
九
九
）

以
上

二
○
二
五
年
五
月

薄
井
俊
二
訳
す


